
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

臨床検査技師 ② 　　60人 　　　55人

人
ビジネス実務マナー

検定２級
③ - 1人

人
ビジネス実務マナー

検定３級
③ - 12人

人
札幌市防災協会
普通救命講習

③ 61人 61人

％

％

（令和 元

4 名 2.1 ％

  札幌医学技術福祉歯科
　専門学校 昭和57年3月19日 天田　光彦

〒064-0805
札幌市中央区南５条西１１丁目１２８９－５

（電話） ０１１－５１３－２１１１

（別紙様式４）

令和2年11月25日※１
（前回公表年月日：令和1年11月25日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人西野学園 昭和43年1月10日 前鼻　英蔵
〒063-0034
札幌市西区西野４条６丁目１１－１５

（電話）

医療 専門課程 臨床検査技師科
平成6年文部科学省

告示第84号
-

学科の目的
　学校教育法並びに臨床検査技師法に基づき、授業や演習、医療機関での実習を行い、臨床検査技師として必要な実践能力及び専門的知識・技能を
習得させるとともに、その徳性を養わせることを目的とする。

０１１－６６１－６５１４
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成２７年　２月２５日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- 30時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3075時間 1695時間 60時間 1290時間

学期制度
■前期：４月１日～９月３０日
■後期：１０月１日～３月３１日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
　学習成績の評価は、定期試験（論文含む）、または演習、実習
などの成績ならびに平素の学習活動全般から得られる評価資料
（レポート等）に基づいて総合的に行う。
科目の成績の総合評価は、100点法をもっておこなう。
科目の評定は総合評価に基づいて秀・優・良・可・不可の５段階
で行う。

240人 190人 0人 9人 35人 44人

長期休み

■学年始：４月１日～４月３日
■夏　季：８月４日～８月２８日
■冬　季：１２月２３日～１月１６日
■学 年 末：３月１８日～３月３１日

卒業・進級
条件

教育課程編成委員会並びに学科会議において卒業認定の方針
（ディプロマポリシー）を定め、公表している。
校長は、学則に定められた当該学年に履修すべき科目のすべて
を修得し、学校納入金を完納した者に対して、進級を認める。ま
た、当該学科所定の修業年限以上在学し、履修すべき科目のす
べてを修得し、学校納入金を完納した者に対して、卒業を認め
る。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 　学園祭、バスハイク

　新入生歓迎会、球技大会、地域清掃　「医療・福祉の現場で求められる人材の育成」を達成するために
学校生活での様々な悩みや問題に対して相談に応じ、円滑に過ご
せるようサポートする。入学前教育から、国家試験対策やスキル
アップの支援まで、目標の実現を支えていく。

■サークル活動：
有

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　0人

年度卒業者に関する

■就職者数
：

56

100■就職率　　  　　　 　　　　：
■卒業者に占める就職者の割合

： 91.8

平成31年4月1日時点において、在学者189名（平成31年4月1日入学者を含む）
令和2年3月31日時点において、在学者185名（令和2年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

　進路変更

就職等の
状況※２

令和2年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
　挨拶、身だしなみ、ビジネスマナー、履歴書添削、面接練
習、
小論文添削　等■卒業者数
：

61

■就職希望者数
：

56

■主な就職先、業界等（令和元年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
　病院・臨床検査センター等 （令和元年度卒業者に関する令和2年5月1日時点の情報）

■中退防止・中退者支援のための取組
　学校での学習がスムーズに行えるよう、入学前の基礎学力向上の取り組みから入学後の専門課程の学習、国家試験合格までを継続的にサポートする。また、学生サ
ポートセンターと連携し、担任や臨床心理士が学生生活を送るうえでのトラブルや悩みを聴き、より良い解決法を共に考えていくほか、経済面など生活全般についての相
談や学生の心身の健康管理に関する相談を行っている。



当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ

http://www.nishino-g.ac.jp/

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　有
１．西野学園修学サポート
（１）西野学園各専門学校の在学生または卒業生の親・子・兄弟・姉妹が本校へ入学した場合、初年度に１０万円を支援します。
（２）総合型選抜および社会人選抜の入学試験にて受験し本校へ入学した方に対して、初年度に１０万円を支援 します。

２．西野学園学費支援制度
経済的理由から学校納付金納入が困難な状況で、学業成績が平均水準以上で日常の生活態度が良好な方に対し、第Ⅲ期学校納付金額を
上限に支援します。

３．遠距離通学サポート制度
遠距離（JRで概ね100km超)および経済的に進学が困難な方を対象として、通学定期券の半額を支援する制度です。

■専門実践教育訓練給付：　給付対象

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無

http://www.nishino-g.ac.jp/


種別

①

③

松林こずえ
札幌医学技術福祉歯科専門学校
医療技術部　臨床検査技師科　学科長

令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
　関係法令を遵守し編成しなければならないことは勿論、学生の実態・就職施設（病院等）の要望を把握し教育課程編成
委員会において慎重に議論を行う。
　特に就職施設企業（病院等）の要望については、西野学園本部学生サポートセンター就職支援担当が実施している数カ
月にわたる病院等へのヒアリングの結果を報告会等で情報収集し意見交換を行う。その結果を学科会議、カリキュラム編
成委員会等で報告し教育課程編成に反映させる。
（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

①　学科のカリキュラム編成委員会にて教育課程の原案を作成する。
②　教育課程編成委員会へ変更案を提出し、助言及び評価意見と共に学科のカリキュラム編成委員会へ戻す。
③　学科のカリキュラム編成委員会にて作成された修正案を教育課程編成委員会にて再審議し、承認が得られたならば
　　副校長へ進達、不備があれば再度学科のカリキュラム編成委員会へ差し戻す作業を複数回繰り返す。
④　副校長が養成所指定規則との整合性や学校関係者評価委員会および企業等ヒアリング等で寄せられた意見等の
　　反映具合等をチェックし、校長へ上申する。
⑤　校長は案の作成過程等を副校長および学科長へヒアリングの後決裁し、教育課程案が決定される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

三浦　邦彦
医療法人渓仁会　手稲渓仁会病院
臨床検査部　副部長

令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

佐藤　　忠
札幌医学技術福祉歯科専門学校
医療技術部　臨床検査技師科　主任

令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

令和2年10月1日現在

名　前 所　　　属 任期

林　光昭 札幌臨床検査技師会　常任理事 令和2年4月1日～
　　　令和4年3月31日

医療技術部

臨床検査技師科
MTｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

学校関係者
評価委員会（外部） 医療技術部

職員会議
臨床工学技士科

CEｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

医療技術部

校　長 部科長会議
歯科衛生士科

DHｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

リハビリ部

教育課程編成委員会
理学療法士科

ﾘﾊﾋﾞﾘ部ｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

企業等ヒアリング
（外部） リハビリ部

作業療法士科
ﾘﾊﾋﾞﾘ部ｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

リハビリ部

言語聴覚士科
ﾘﾊﾋﾞﾘ部ｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

福祉部

介護福祉士科
CWｶﾘｷｭﾗﾑ編成委員会

副校長

医療技術部
リハビリ部

福祉部

◎教育課程編成委員会の位置づけ



（年間の開催数及び開催時期）
（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
入学生に対しての職業理解、3年次の臨地実習に向けてのモチベーションアップのために現場で活躍する臨床検査技師
の講話を聴く機会を作ってはどうかとの委員からの意見を取り入れ、1年生と3年生に向けて卒業生からの話を聞く機会を
設けた。
また、現場では他職種連携の必要性が強まっているとの意見から、学園内の他学科の教員による他職種の紹介を「病院
管理学」の講義の中に取り入れた。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
　学科の経営目標に基づく人材育成に際して、病院施設関係者等から最新の医療業界の動向や現場の実務に関する知
識や技術についての意見等を伺い、それらを十分に反映させた授業科目の開設を検討し、授業の内容・方法の改善や工
夫を図っていく方針である。

年２回　（６月、２月）

（開催日時（実績））
第１回　令和２年　７月３０日　１８：３０～２０：００
第２回　令和３年　２月１０日　１８：３０～（予定）

臨地実習

学内の講義や実習で学んだ事を基本とし、実際の臨床現
場での体験を通して、臨床検査技師としての実務を実践す
るのに必要な知識や技術を身につけると共に、医療人とし
ての社会性や倫理観を養う。

札幌医科大学附属病院、北海道
がんセンター、市立札幌病院、札
幌厚生病院、北海道医療セン
ター、手稲渓仁会病院、札幌徳洲
会病院、札幌東徳洲会病院、NTT
東日本札幌病院、岩見沢市立総
合病院、こども総合医療・療育セン
ター、小樽協会病院、江別市立病
院、市立千歳市民病院、勤医協中
央病院、北海道大野記念病院、函
館中央病院、北見赤十字病院、旭
川医療センター、帯広厚生病院、
帯広協会病院、札幌臨床検査セン
ター、第一岸本臨床検査センター

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

　臨地実習では、道内の病院の検査室にて実際の検査の見学、機器の使用方法、検査方法、検査結果の見方、他職種と
の関わり等を学んでいる。実施希望項目、出欠、レポート、評価などについては各実習施設と連携を取りながら決定し実
施している。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

教職員研修規程に則り、企業等と連携して、専攻分野における実務に関する研修や指導力の修得・向上のための研修等を教職員の業務経験や
能力、担当する授業科目や授業以外の担当業務等に応じて受講させることを基本方針とする。
　また、校長は計画的に受講させるために年間研修計画を策定し、①専攻分野における実務に関する研修等、あるいは②指導力の修得・向上の
ための研修等を受講させる。

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等
研修名：「専修学校における職業教育の質向上に向けた取組の推進 -先進事例から学ぶ『職業教育のマネジメント』
　　　　　の意義と実践-」
主催 ：株式会社三菱総合研究所（文部科学省委託事業）オンラインセミナーのご案内
期間 ：令和2年9月30日（水）
方法 ：オンライン（Zoom）

研修名：第２１回日本検査血液学会学術集会
期間 ：令和２年７月１１日（土）、１２日（日）
内容 ：シンポジウム「骨髄増殖性腫瘍」、セミナー「COVID-１９と検査血液学」ワークショップ「検査部運営の在り方と展望」
　　  　テクニカルセミナー「フローサイトメトリ―検査」、「RCPC」など

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針



研修名：「専修学校における職業教育の質向上に向けた取組の推進 -先進事例から学ぶ『職業教育のマネジメント』
　　　　　の意義と実践-」
主催 ：株式会社三菱総合研究所（文部科学省委託事業）オンラインセミナーのご案内
期間 ：令和2年9月30日（水）
方法 ：オンライン（Zoom）

研修名：第２１回日本検査血液学会学術集会
期間 ：令和２年７月１１日（土）、１２日（日）
内容 ：シンポジウム「骨髄増殖性腫瘍」、セミナー「COVID-１９と検査血液学」ワークショップ「検査部運営の在り方と展望」
　　  　テクニカルセミナー「フローサイトメトリ―検査」、「RCPC」など

②指導力の修得・向上のための研修等

公開授業：令和2年4月～令和3年1月(全教員対象)
　本学科では、全教員が当該年度に１度公開授業および授業検討会を通して、個人の授業スキルアップを 図っている。
　授業指導案、コマシラバス、確認テスト（到達度評価表）を用い授業展開をする。 授業実践力向上の貴重な機会である。

研修名：令和2年度夏季研修会
期間 ：令和2年8月28日（金）
対象 ：学園教職員
内容 ：「カラフルな学校づくり　コロナ禍における任せられるマネジメント」～元気な学校は元気な教職員から～

（１）学校関係者評価の基本方針
　「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき実施した自己点検評価結果について、学校関係者による評価を受け
ることにより自己点検結果の客観性・透明性を高める。
　また、教育活動に関する意見交換を通し、学校と密接に関係する外部の方（関連業界等関係者、関係専門職団体、地域
住民、卒業生等）の理解促進や、連携協力による学校運営の改善を図ることを基本方針とし、実践的な職業教育の実施を
目指す。
（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

（１）教育理念・目標

1　理念・目標・育成人材は適切に定められているか
2　社会のニーズ等を踏まえた学校の構想を抱いているか
3　理念・目的・育成人材像・特色などが学生・保護者等に周知されて
いるか

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名：第94回北海道医学検査学会「北臨技70周年記念学会」
期間 ：令和３年10月１6日（土）、17日（日）
会場 ：日本医療大学

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名：令和2年度冬季研修会
期間 ：令和3年1月14日（木）
対象 ：学園職員
内容 ：各種委員会報告、カリキュラムマップ・ツリー作成

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（２）学校運営

4　目標等に沿った運営方針が策定されているか
5　運営組織は明確にされ、有効に機能しているか
6　情報システム等による業務の効率化が図られているか
7　学校内総合力を高めるための連携と協働体制の確立が図られてい
るか
8　教育活動に関する情報公開が適切になされているか

（３）教育活動

9　教育理念・育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関として
の修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にさ
れているか
10　学校行事の適切な企画、円滑な運営がなされているか
11　授業規律を確保し、状況に応じて指導体制の立て直しが図られて
いるか
12　関連分野の企業、施設、病院、業界団体等の連携により、教育課
程の作成、見直しが行われているか
13　成績評価、単位認定の基準は明確になっているか
14　授業評価の体制が確立され、評価が適切に実施されているか
15　職員の能力開発のための研修が行われているか
16　クラス担任と科目担当の連携を密にし、学生の実態にあった指導
法の確立に努めているか

（４）学修成果

17　就職率の向上は図られているか
18　退学率の低減は図られているか
19　卒業生・在校生の社会的な活動及び評価を把握しているか



　
令

種別
企業等委員
関係専門職
団体
企業等委員
関係専門職
団体
企業等委員
卒業生

企業等委員

地域住民

（５）学生支援

20　学生相談に関する体制は整備されているか
21　学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか
22　保護者と適切に連携しているか
23　卒業生への支援体制はあるか
24　ＬＨＲなどを効果的に活用し、職業観の育成に努めているか
25　社会のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか
26　学生が自己理解、自己啓発、自己実現をするための方策が実践さ
れているか

（６）教育環境

27　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるように整備され
ているか
28　図書室利用の活性化が図られているか
29　防災に対する体制は整備されているか

（７）学生の受入れ募集
30　学生の募集は適正に行われているか
31　学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか

（１１）国際交流 －

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

委員会では学校関係者より他部署との協働体制、入学生確保、学生へのサポート等を中心にさまざまな角度の意見を頂
戴しており、その内容に応じて学校・学科経営計画策定や、カリキュラム・授業内容の検討等の教育活動を見直す際の判
断材料として意見を反映するよう取り組んでおり、さらなる実践的な職業教育の実施を目指している。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

（８）財務
32　中長期的に学校の財政基盤は安定しているといえるか
33　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか

（９）法令等の遵守
34　法令、専門学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
35　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか

（１０）社会貢献・地域貢献
36　学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行ってい
るか
37　学生のボランティア活動を奨励・支援しているか

濱本　龍哉
北海道理学療法士会　副会長
（医療法人　新さっぽろ脳神経外科病院）

令和2年4月1日
～令和4年3月31日

吉田　忠司 社会福祉法人ほくろう福祉協会
令和2年4月1日
～令和4年3月31日

名　前 所　　　属 任期

籔　貴代美
北海道言語聴覚士会　副会長
（医療法人社団明日佳　札幌宮の沢脳神経外科病院）

令和2年4月1日
～令和4年3月31日

三浦　邦彦 医療法人渓仁会 手稲渓仁会病院
令和2年4月1日
～令和4年3月31日

URL:　http://www.nishino-g.ac.jp
公表時期：令和2年11月25日（予定）

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
　「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に基づき、企業等の関係者の理解を深めるとともに、さ
らなる連携・協力の推進に資するため、教育活動その他の学校運営の状況に関する情報を積極的に提供することを基本
方針とする。これにより、相互の情報交換が促され、学外実習、就職指導など企業等との連携による活動の充実や、産業
界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につながることが期待される。

松田　　 弘 札幌市中央区西連合第八町内会　会長
令和2年4月1日
～令和4年3月31日

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）



（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育への取り組み状況
●実習等の取り組み状況
●就職支援等への取り組み状況

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取り組み状況
●課外活動（サークル活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取り組み状況

（１）学校の概要、目標及び計画
●学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革、歴史

（２）各学科等の教育

●収容定員、在学学生数
●カリキュラム（科目編成、授業時間数）
●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業修了の認定基準等）
●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
●卒業後の進路（主な就職先、就職率等）

（３）教職員 ●教職員数

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:http://www.nishino-g.ac.jp

（１０）国際連携の状況 －

（１１）その他 ●学校運営の状況に関するその他の情報

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取り扱い
●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案
内等）

（８）学校の財務 ●賃借対照表、収支計算書

（９）学校評価
●自己評価、学校関係者評価の結果
●評価結果を踏まえた改善方策

http://www.nishino-g.ac.jp/
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1 ○ 心理学

  この科目では、心理学を広く概観し、人の
認知の特徴や対人関係の特徴を学習します。
人の心のはたらきを知ることで、他者の行動
や考え方への理解を深め、集団の中でよりよ
い協働関係を築く方法を身につけます。
★到達目標
1　人の認知の特徴について、理解し説明する
ことができる。
2　対人関係の形成とその特徴について、理解
し説明することができる。
3　性格検査の方法について、その特徴を把握
し説明することができる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

2 ○ 国語表現法

　社会では、日常話したり書いたりする何気
ない「言葉」、すなわち国語表現によって自
分が理解・評価され、他者とのコミュニケー
ションも成立します。この科目では、まず自
分が伝えるべき事実を整理し、意見を構築す
る力を養い、さらにそれを他者に伝達するた
めの国語表現の基礎技術を修得します。
★到達目標
1　漢字の読み書き・語彙・文法といった国語
の基礎を身につけ、適切な文章を書くことが
できる。
2　社会に関心を持ち、事実と意見を区別して
根拠や客観性のある自分の意見を構築でき
る。
3　実験・実習等のレポートで、正確に内容を
伝達する記述ができる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

3 ○
コミュニケー
ション学

　臨床の場面において「あなたにお願いした
い」と信頼されるにはコミュニケーションが
必要不可欠です。なぜならば、仕事をしてい
くうえで、利用者やクライアントはもちろん
のこと、職場の上司、同僚など様々な人と円
滑な人間関係を築いてこそ信頼されるからで
す。講義・実習を通してコミュニケーション
とは何かを理解し力を磨きます。
★到達目標
1　コミュニケーションの重要性を理解し、他
者の違い・多様性を受容できる。
2　相手の言いたいことを理解し、自分の気持
ちや考えを相手に伝えることができる。
3　人と接する際に必要な接し方で対応でき
る。

1
前

15 1 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（医療専門課程臨床検査技師科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
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携



4 ○ 基礎計算法

　臨床検査では、必要な溶液を正確な濃度に
調整することが求められます。また、化学分
析を行った後は、実験の測定結果や反応試薬
の濃度を使って成分濃度を計算する必要があ
ります。この授業では、授業と演習を繰り返
しながら、％やモルを用いた溶液調整、化学
計算の能力を身につけることを目的としま
す。
★到達目標
1　単位変換ができる。
2　溶液の濃度調整を行うための計算ができ
る。
3　臨床検査で用いる濃度単位について説明す
ることができる。

1
前

15 1 ○ ○ 〇

5 ○ 数学

  物事を数量的に把握することは、大変重要
なことです。
特に、臨床検査技師という職業では、これは
必須と言えるでしょう。
この科目では、次のことを目的として学習し
ます。
1　高等学校で学んだ数学のうち、臨床検査技
師を目指す皆さんにとって特に必要な事項の
復習をすることによって、今後より高度な内
容に取り組んでいくための基礎固めをしま
す。
2　科目「統計学」を学ぶための準備として、
必要な基本事項を理解します。
★到達目標
1　基礎的な計算力が向上している。
2　確率の計算や資料の整理・分析ができる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

6 ○ 統計学

　実験や測定を行うと、その結果としてデー
タが得られます。得られたデータから何か役
に立つ情報を引き出すには、統計学の理論に
基づいた処理が必要になります。
この科目では、まず初めに統計学の考え方を
学び、次に統計的処理の基礎のうち、臨床検
査技師を目指す皆さんにとって特に重要と思
われる事項を学習し理解します。
★到達目標
1　統計学の基礎となっている考え方を説明で
きる。
2　データの統計的処理の考え方を説明でき
る。
3　比較的少ないデータであれば、電卓を用い
て自分で計算して統計的処理ができる。

1
通

15 1 ○ ○ ○

7 ○ 物理学

　物体の運動、熱、音と光、電気と磁気の基
本的概念とともに、科学的な考え方について
理解を深め、将来、臨床検査の専門家として
必要となる物理学の基礎・基本を身に付けま
す。
★到達目標
1　物理学で扱う基本的な計算ができる。
2　物体の運動、熱、音と光、電気と磁気の基
本的概念が身に付いて説明できる。
3　医療機器の作動原理を学習するうえで、必
要となる物理学の基礎・基本が身に付いて説
明できる。

1
通

30 1 ○ ○ ○



8 ○ 生物学

臨床検査技師を考え、「生命」「ヒトの体の
しくみ・構造」についての基礎生物を学びま
す。授業を通じて、理論と実践（国家試験）
の両面から臨床検査技師の専門性を考察しま
す。生命に関わる内容、ヒトの体のしくみ・
構造、生命現象に興味が持てるようになりま
す。
★到達目標
1　生物とヒトの体のしくみについて、複雑さ
と多様性を持つことを理解し説明できる。
2　医療技術者として必要なヒトの体に対する
理解を深め説明できる。
3　生命とそれを支える生命現象の仕組みにつ
いて分子レベルを含めて理解し説明できる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

9 ○ 化学Ⅰ

物質の構造や物質の状態、化学変化の基本的
概念とともに、化学的な考え方について理解
を深め、将来、臨床検査の専門家として必要
となる化学の基礎・基本を身に付けます。
★到達目標
1　日常の様々な現象を化学的に説明できる。
2　臨床検査の専門科目を学習するうえで、必
要となる化学の基本的概念を身に付け説明で
きる。
3　臨床検査の測定体系や結果解釈について、
化学的に考察し的確な対応をとることができ
る。

1
前

30 1 ○ ○ ○

10 ○ 化学Ⅱ

化学平衡の概念を理解したうえで、酸や塩
基、塩の基本的な性質が、水溶液中の化学平
衡で説明できることを学びます。また、有機
化合物の構造と化学的性質や、糖類・タンパ
ク質の構造や性質について学び、将来、臨床
検査の専門家として必要となる化学の基礎・
基本を身に付けます。
★到達目標
1　生体内における緩衝作用などを化学平衡で
説明できる。
2　有機化合物の構造と化学的性質や、糖類・
タンパク質の構造や性質について説明でき
る。
3　臨床検査の専門科目を学習するうえで、必
要となる化学の基本的概念を身に付け説明で
きる。
4　臨床検査の測定体系や結果解釈について、
化学的に考察し的確な対応をとることができ
る。

1
後

30 1 ○ ○ ○

11 ○ 英語Ⅰ

1　英文の構造、語法の理解を目指します。そ
のために英文法の概要を習得します。
2　文法の型だけでなく、具体的な英文の運用
を身に付けます。現実的に使用頻度の高い英
文を用いて、口頭で言える、書けるといった
トレーニングをします。
3　1と2の狙いを達成するために、演習問題等
を通して定着を図ります。
★到達目標
1　基本的な英文法の法則がを身に付き、日本
文と異なる英文の構造が認識できる。
2　英文を読み取る基礎が身に付き、易しい英
文を書くことができる。
3　易しい英語表現を聴いて理解ができ、口頭
表現ができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○



12 ○ 英語Ⅱ

英語Ⅱは、医学英語の入門コースです。基本
的な医学用語を身につけ、特に臨床検査に関
する用語、略語、表現について学びます。ま
た、国際化に伴い、健康診断などでよく行わ
れる検査については、できるだけ平易な構文
を用いて外国人の患者さんにも手順を説明出
来るよう練習します。
毎回授業の最後には、ドラマERを用いて検査
項目のオーダーや検査結果の聞き取りをし
て、実際に専門用語がどのように使われてい
るか確認します。
★到達目標
1　基本的な医学用語の意味がわかり、医学に
関する簡単な文章を読むことができる。
2　臨床検査に関する専門用語、略語の意味が
わかり、発音できる。
3　自然な速さの英語から、病名や症状、検査
項目などを聞き取ることができる。
4　外国人の患者さんに、検査室での対応がで
きる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

13 ○ 医療倫理

医療従事者にとって医療倫理・生命倫理に関
する現状を把握し、自分自身の考えを持つこ
とは必要であると考えます。そこで、本科目
では医療倫理・生命倫理に関する基本的な諸
概念、考え方を理解したうえで、様々な倫理
的問題を考えていきます。
★到達目標
1　医療倫理が成立してきた歴史を理解し、説
明できるようになる。
2　医療倫理に関する原則を倫理的問題の場面
に適用できるようになる。
3　医師・患者関係の特徴、インフォームド・
コンセント、守秘義務の重要性を理解し説明
できる。
4　医療場面における倫理的問題に関して、自
分の考えを持ち説明あるいは記述できるよう
になる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

14 ○ 体育

運動・スポーツを通して、自己の健康保持・
増進と技術向上、体力向上を目指します。各
種目の練習、ゲームを通して、他者とのコ
ミュニケーションを図り、集団で運動・ス
ポーツをすることの楽しさと意義を体験しま
す。各種の技術と理論及びルールを習得しま
す。
★到達目標
1　仲間と協力し、安全に気をつけながら、運
動・スポーツを楽しむことができる。
2　各種の技術、理論、ルールを理解し、戦
術・作戦を考え工夫することができる。
3　体力の保持・増進ができ、体を動かすこと
の楽しさを知ることができる。

1
通

30 1 ○ ○ ○

15 ○ 身体の構造

解剖学は正常人体の構造を研究する学問で
す。人体がどのような器官・組織・細胞から
成り立っていて、どのような構造をもってい
るか、肉眼レベル、顕微鏡レベルあるいは分
子レベルで解明するもので、生理学とともに
医学にとって欠くことのできない最も基本的
な科目です。身体の構造では、解剖学を学ぶ
前に今までに学んだ人体の構造について復習
をし、解剖学の講義に繋げます。
★到達目標
1　人体の構造を頭の中でイメージできる。
2　そのイメージを模式図で書くことができ
る。
3　そのイメージを言葉で説明できる。

1
前

20 1 ○ ○ ○



16 ○ 解剖学

解剖学は人体の正常構造を知るための基礎的
な学問です。人体には様々なはたらきがあ
り、病気になると、そのはたらきに異常が生
じます。病気が生じる“場”としての人体の
構造を理解することは患者を相手にする臨床
医学の実践において非常に重要です。全20回
の講義を通じて正常な人体の構造に関する基
本的知識を身に付けましょう。
★到達目標
１　人体を構成する構造（臓器、器官、組
織）を理解し、説明できる。

1
通

40 2 ○ ○ ○

17 ○
形態・組織学
実習

形態・組織学実習では実際の標本を顕微鏡観
察し、スケッチをすることによって正常な組
織の構造を理解し、その特徴をとらえること
を目指します。光学顕微鏡の基本的操作はも
ちろんのこと、目的とする組織標本を提示す
るための染色方法についても学びます。
★到達目標
1　光学顕微鏡の手技を習得できる。
2　各臓器・組織等の基本構造を説明できる。
3　各臓器・組織等の特徴を説明できる。
4　HE染色の基本を説明できる。

1
通

30 1 △ ○ ○ ○

18 ○ 身体の機能

医学の基本となる生理学ですが、より分かり
やすく臓器の働きについて学びます。正常な
働きを理解し、相互関係を理解することで疾
患を理解できます。より詳細な機能が明確に
なっている最近の医療において、マクロ的に
それぞれの器官の働きを理解することは重要
です。
★到達目標
1　血液の機能について説明できる。
2　主な器官の働きを説明できる。
3　全体的な身体の機能を説明できる。

1
前

20 1 ○ ○ ○

19 ○ 生理学

生理学は、医学の基礎となる「人の生きる仕
組み」を理解する学問です。この科目では、
「身体の機能」で学ぶ種々の生理機能に加
え、調節系である神経系・感覚系および内分
泌系の仕組み、加えて運動系および生殖系に
ついて学び、広く「人の生きる仕組み」全体
の理解を深めます。
★到達目標
1　「人の生きる仕組み」に関する種々の生理
機能について説明できる。
2　人の生理機能と構造とを関係づけることが
できる。
3　自らの日常生活行動を生理機能と関係づけ
ることができる。

1
通

40 2 ○ ○ ○

20 ○ 栄養と代謝

この授業は、専門的な内容である「生化学」
の入門編にあたる講義です。皆さんは栄養に
ついて深く考えたことはありますか。身体に
はどんな栄養が必要なのか、またどのように
代謝されているのか。それを知ることが、病
気と検査を知ることに繋がっていくのです。
高校で生物を履修したことがない人もあまり
難しく考えず、普段自分が食べるものから、
どのような栄養を摂取しているのか、それが
身体のどこで何の役に立っているのかを学ん
でいきましょう。
★到達目標
1　栄養素の種類とその働きを説明できる。
2　糖質・脂質・蛋白質の生体内代謝をイメー
ジし、概要を説明できる。
3　生体内の栄養の不足および代謝と、疾患の
関係を説明できる。

1
前

15 1 ○ ○ 〇



21 ○ 生化学

生化学は生物の体内で起きているさまざまな
生命現象を分子レベルで理解しようとする学
問です。生体物質である糖質、脂質、タンパ
ク質、核酸などの構造と性質および代謝に関
わる酵素について学びます。生化学の理解は
人間の身体の中で起きている出来事につい
て、化学的に説明できるということです。そ
の知識は医療はもちろんのこと、皆さんの健
康を維持するためにも役に立つことでしょ
う。臨床検査技師国家試験においても出題数
の多い分野であり、1年生での基礎生化学を
しっかりと学び理解することは必ずや2年後の
国家試験勉強の手助けとなります。
★到達目標
1　生体物質である糖質、脂質、タンパク質、
核酸の種類や性質を説明できる。
2　糖質、脂質、タンパク質、核酸の代謝経路
を説明できる。
3　酵素の諸性質について説明できる。

1
通

40 2 ○ ○ ○

22 ○ 病理学Ⅰ

　基礎医学、つまり解剖学、生理学、微生物
学、生化学の知識と、臨床医学の知識との橋
渡しが病理学の役割です。臨床で経験する多
くの疾患について、その病因、症状、検査、
および治療について、細胞レベルで学びま
す。病理学Ⅰでは、細胞でみられる病理学的
変化のメカニズムを習得します。
★仕上がり像
１　正常の細胞と病的な細胞の違いについて
説明することができる。
２　細胞の病的変化について説明することが
できる。
３　臨床でみられる主な疾患やその治療の基
本を、細胞レベルで説明することができる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

23 ○ 病理学Ⅱ

　病理学Ⅰで学習した病理学的視点から、主
な疾患を学びます。臓器別に、疾患の原因、
症状、治療について細胞レベルで習得しま
す。
★仕上がり像
１　重要な疾患の成り立ち、変化、治療法に
ついて細胞レベルで説明することができる。
２　細胞の病的変化が組織像におよぼす影響
を説明することができる。
３　主な治療法（薬物、放射線など）が細胞
に引き起こす影響を説明することができる。

2
後

30 1 ○ ○ ○

24 ○ 免疫学

免疫学は自分（自己）と外来物（非自己）を
識別し、非自己を排除することによって自己
の固体としての独立性、恒常性を守る機構で
す。多くの病原ウイルスや病原細菌などの体
内への侵入に対して生体はどのようにして身
を守っているのか。それについて免疫機構を
担う各種免疫細胞の役割、相互作用について
理解します。
★到達目標
1　体の恒常性を守っている免疫の役割、全体
像をイメージすることができる。
2　免疫担当細胞の機能、どのようにして病原
体を排除するのかイメージできる。
3　各種免疫検査法による免疫機能の測定を理
解し説明できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○



25 ○ 微生物学

微生物学では主に細菌、真菌の形態、生理と
機能、遺伝などの基礎的な事項を学びます。
これらは、細菌検査の原理を理解する基本と
なります。社会的に問題視されている感染
症、および院内感染とその制御を学びます。
抗菌薬とは何か、抗菌薬使用による耐性菌の
出現について学びます。
★到達目標
1　細菌学を通して微生物の種類と感染症を説
明できる。
2　細菌の培養と同定の原理を説明できる。
3　抗菌薬・消毒薬の種類と耐性菌の耐性機構
について説明できる。
4　院内感染対策における臨床検査技師の役割
について説明できる。

1
通

30 1 ○ ○ ○

26 ○ ウイルス学

ウイルスに関する基礎知識を習得し、各ウイ
ルスによる疾患の臨床症状と疫学を理解する
と共に、各ウイルス疾患の診断方法、予防
法、治療方法を学びます。
★到達目標
1　ウイルスとはなにかを把握し説明すること
ができる。
2　ウイルス疾患の臨床症状と疫学を理解し説
明することができる。
3　各ウイルス疾患の診断方法、予防法、治療
法を理解し説明することができる。

2
通

30 1 ○ ○ ○

27 ○ 薬理学

薬理学の目的は薬の作用機序を明らかにし、
適切な治療に応用することです。臨床検査技
師は実際に薬剤を扱うわけではありません
が、医療従事者として薬剤がどこに、どのよ
うに作用するか理解することを目的としてい
ます。薬理学は、生理学・生化学・解剖学な
ど、基礎的な全ての学問に関連します。薬理
学で学んだことは他の科目でも必ず活かされ
ることとなりますのでしっかり身に付けてく
ださい。
★到達目標
１　薬物の生体に対する作用および副作用、
その作用機序の概要を説明できる。
２　各疾患名について、その病態を説明でき
る。

2
後

15 1 ○ ○ ○

28 ○
保健医療福祉
概論

臨床検査技師国家試験受験で必要となる社会
保障制度等を理解した上で、その概要を学び
ます。
★到達目標
1　社会福祉とはどのようなものなのか、人間
の尊厳を理解し説明できる。
2　社会保障の各制度の概要を理解し説明でき
る。

2
通

15 1 ○ ○ ○



29 ○ 公衆衛生学

公衆衛生を通じて、人口動態・疾患などの疫
学を学びます。そのためには、原因、経過、
対策、予防を理解することが重要です。授業
を通じて基礎知識の習得のみならず、医療従
事者として応用行動することができる人材育
成を目指します。集団食中毒や感染症などの
様々な疾病の疫学的動態を知り、それらの問
題点を各論で学び基礎的概論を身に付けるこ
とを目標としています。
★到達目標
1　公衆衛生の概念を理解し、幅広い考え方を
持つことができる。
2　医療行為上問題となる疾病に対し対処する
ことができる。
3　基礎的知識を活用し、医従事者として責任
を果たすことができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

30 ○ 環境衛生学

地球温暖化や大気汚染、水質汚濁など環境破
壊は人間の生活に大きな影響を与えるため、
環境保全への取り組みは現代社会では急務で
す。この授業では、人の活動に起因するこれ
らの環境の悪化や気候変動について、自然環
境や社会環境に対する現状把握と、課題の整
理を通じて、我々が安全で快適な環境を持続
するための様々な取り組みを理解することを
目的としています。さらに、自らが社会とど
のようにかかわっていくかを考察・整理し、
進んで行動することができる臨床検査技師と
して知識と考えを深めていってほしいと思い
ます。
★到達目標
1　代表的な地球環境問題について、その現状
と対策を説明することができる。
2　自然環境の人為的変化が人体に及ぼす影響
を列挙し、その概要を説明することができ
る。
3　水質の汚染物質と代表的な測定方法、評価
指標を列挙することができる。
4　主要な産業災害について労働環境と関連付
けながら説明するができる。
5　環境問題に関する自分の考えを整理し、述
べることができる。

1
通

15 1 ○ ○ ○

31 ○
公衆衛生学特
論

公衆衛生学の理論と実際について、疫学的方
法論によるアプローチ、公衆衛生行政のあり
方、地域医療と健康増進、地域における感染
予防対策等の問題解決法を習得します。ま
た、国家試験問題を分析し出題される項目や
重要ポイントについて理解を深めます。
★到達目標
1　わが国の医療保険制度の仕組みを学び、各
保険者の種類や給付率について理解し説明で
きる。
2　健康・疾病・障害と生活の関わりの基礎的
な概念を理解し述べることができる。
3　国家試験問題を分析し、解答を導き出すこ
とができる。

3
後

15 1 ○ ○ ○



32 ○ 情報科学

近年の高度医療化傾向は，従来の医学固有の
技術のみならず周辺領域の科学技術によって
支えられています。特に急速な発展を遂げて
いるＩCＴ技術はその代表です。分析機器など
はシステム化され、コンピューターに接続さ
れています。分析機器を扱うこと自体がコン
ピューターを操作することと言っても過言で
はありません。この授業では基礎理論や仕組
みを学び情報処理に必要な知識、応用力を身
につけて関係情報を適切かつ迅速に扱え，専
門の業務遂行に役立たせるための学習をしま
す。
★到達目標
1　情報処理に関する基礎知識を習得し、情報
化社会の中で応用することができる。
2　臨床検査技師の国家試験で情報関連問題を
難なく解くことができる。

1
前

30 1 ○ ○ ○

33 ○ 情報科学実習

講義で学んだ知識を実際に実習で確かめ、よ
り確実なものとします。この授業では基本的
な機器の操作から始まり、将来の仕事に活用
できるよう、日本語ワープロWord、表計算ソ
フトExcel、プレゼンテーションソフト
PowerPointの操作を演習を通して学び、情報
処理に必要な技能や応用力を身につけます。
また、インターネットでの情報検索やセキュ
リティについても学びます。
★到達目標
1　初めての人でもパソコンを操作することが
できるようになる。
2　Word、Excel、PowerPointを使いこなすこ
とができるようになる。
3　職場でパソコンを利用し，専門の業務に役
立たせることができるようになる。

1
通

30 1 △ ○ ○ ○

34 ○ 医用工学

臨床検査技師が取り扱う医療機器の構造や原
理を理解するための基礎となる電気・電子工
学の知識を身に付けます。その上で、医療機
器の構造、原理、取り扱い方、保守管理等の
知識を習得します。
★到達目標
1　様々な直流・交流回路の計算ができる。
2　各種トランスデューサ・増幅器・フィルタ
回路の原理や役割を説明できる。
3　臨床検査技師が取り扱う医療機器の原理・
取り扱い方・特徴が説明できる。
4　医療機器を安全に取り扱うための安全管理
について説明できる。

2
通

30 1 ○ ○ ○

35 ○ 医用工学論

現代の医療はME技術、機器の支援がなくては
成り立たない状況となっています。そして医
療が現在のように発展した一因は、特にコン
ピュータとME機器を抜きにしては考えられま
せん。ME機器を適正かつ安全に使用し、保守
管理を行えるかが、今後の臨床検査技師の重
要な仕事になります。そのために、各種ME機
器の原理およびその基礎となる電気やコン
ピュータの基本を学びます。
★到達目標
1　各種ME機器の保守管理を適切に行うことが
できる。
2　各種ME機器の原理を理解し、安全に操作す
ることができる。
3　医療情報システムの知識を応用でき、臨床
検査技師としての役割を果たすことができ
る。

3
後

20 1 ○ ○ 〇



36 ○
臨床医学総論
Ⅰ

臨床で遭遇する可能性のある約300種類の疾患
のうち、約100疾患を「臨床医学総論Ⅰ」で、
残りの疾患を「臨床医学総論Ⅱ」において講
義します。「臨床医学総論Ⅰ」では、循環
器、呼吸器、および代謝に関係する臓器の疾
患を扱います。それぞれの疾患について、病
因、症状、診断法、治療が、現在どのように
行われているかを説明します。
★到達目標
1　疾患名を聞くことで、どのような疾患かを
簡単に説明することができる。
2　重要な疾患の病因、症状、診断法、治療を
説明することができる。
3　類似した症状を示す疾患間の差異を説明す
ることができる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

37 ○
臨床医学総論
Ⅱ

臨床で遭遇する可能性のある約200種類の疾患
を講義します。「臨床医学総論Ⅱ」は、重要
疾患約100種類の学習した「臨床医学総論Ⅰ」
の実質的な継続となる講義です。「臨床医学
総論Ⅰ」と同様に、それぞれの疾患につい
て、病因、症状、診断法、治療が現在どのよ
うに行われているかを説明します。
★到達目標
1　疾患名を聞くことで、どのような疾患かを
簡単に説明することができる。
2　重要な疾患の病院、症状、診断法、治療を
説明することができる。
3　類似した症状を示す疾患の間に差異を説明
することができる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

38 ○ 臨床病態学

一般目標(GIO)臨床検査技師として必要とされ
る病態についての理解と応用力を身につけ
る。
★到達目標
行動目標（SBOs）：
行動目標(SBOs)
1　人体の解剖、生理、生化学的基礎的事項が
言える。
2　1を駆使して血液学、免疫学、臨床化学分
野の知識が整理できる。
3　1、２を活用して病態を検査医学的に講義
の中で説明でき、確認試験、定期試験、国家
試験問題を解くことができる。

2
通

30 1 ○ ○ ○

39 ○ 遺伝病学

最近の分子遺伝学の発展はめざましいものが
あり、特に分子生物学をベースにした遺伝学
の知識も医学にどんどん入ってきています。
この授業では、臨床検査技師を目指すために
必要な分子遺伝学の知識をふまえた、ヒトの
染色体と遺伝子疾患の基礎知識を身に付けま
す。
★到達目標
1　分子遺伝学をベースとした遺伝医学を理解
し説明することができる。
2　ヒトの染色体と遺伝子疾患を理解し説明す
ることができる。
3　病気発生のメカニズムとその関連ワードを
理解し説明することができる。

1
後

15 1 ○ ○ ○



40 ○
臨床検査学演
習

医療を取り巻く環境は日々変化し、その技術
も進歩し続けています。もちろん、臨床検査
技師の資質向上も求められており、教科書で
学んだことをどのように応用していけるかが
問われています。
本講義では、各専門科目で学んだことを、実
際の臨床現場で活用していくにはどのように
すればよいのか、データの読み方を通して学
びます。
★到達目標
1　検査データから様々な情報を推測すること
ができる。
2　治療過程におけるデータの変化を捉え、次
のステップへ繋ぐことができる。
3　臨床検査技師として必要な資質は何かを考
えて、その業務を果たすことができる。

3
通

60 2 △ ○ ○ ○

41 ○ 医動物学

医動物学は医学的に有害な動物とそれに起因
する疾病を対象とする学問です。人体寄生虫
や感染症を媒介する昆虫など対象は広範囲に
渡ります。授業では人体寄生虫を中心に、そ
れぞれの種類の形態、発育と生活史、ヒトへ
の感染と臨床症状などに関する基礎知識を学
びます。
★到達目標
1　各種人体寄生虫、衛生動物の形態的・生態
的特徴を理解して説明することができる。
2　人体寄生虫や衛生動物に起因する各種疾病
とその感染経路や症状等を理解して説明する
ことができる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

42 ○
病理組織細胞
学

病理組織細胞学では病理組織標本作製の重要
性について知り、病理組織・細胞診断を進め
る際に必要な標本作製法の意義・原理・技術
について学びます。
★到達目標
1　各種病理組織学的検査を習得するため、そ
の内容と意義について理解し説明できる。
2　ホルマリン固定パラフィン包理（FFPE）標
本の適切な作製方法を説明できる。
3　病理組織・細胞診断に関わる各種染色法に
ついて説明できる。
4　病理解剖の意義と実際について説明でき
る。
5　分子病理学的検査について理解し説明でき
る。

2
通

30 1 ○ ○ ○

43 ○
病理組織細胞
学実習Ⅰ

この授業では、病理学検査の主な標本作製技
術と基本的な染色技術を学びます。病理学検
査は決められた厚さに薄切、気温や時間など
を考慮しての染色など、正確な知識と技術が
求められる分野です。本実習では、標本作製
方法のなかで最も一般的なパラフィン包埋標
本の作製法について学びます。また、基本的
な染色あるヘマトキシリン・エオジン染色
（HE染色）や膠原線維の染色について学んで
いきます。
★到達目標
1　切り出しからパラフィン包埋標本作製の流
れを説明できる。
2　ミクロトームを利用して薄切が実施でき
る。
3　検査に必要な染色のなかで、HE染色、結合
組織の染色を実施できる。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



44 ○
病理組織細胞
学実習Ⅱ

この授業では病理組織細胞学実習Ⅰに引き続
き、病理学検査における特殊染色について学
びます。染色工程の正確な理解を目標に実習
しましょう。細胞学的検査（細胞診）におい
ては、最も普及しているPapanicolaou染色の
原理を理解するとともに、正しい染色技術を
学びます。また様々な症例の細胞像を観察
し、病理組織診断と細胞像の比較や特徴を学
びます。
★到達目標
１　標本作製に必要な染色のなかで、多糖類
の染色、免疫組織化学的染色を実施できる。
２　細胞学的検査において、Papanicolaou染
色を実施できる。
３　細胞学的検査において、様々な疾患の細
胞学的特徴を説明できる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

45 ○ 臨床血液学Ⅰ

臨床検査における血液検査学の領域は、その
大部分を血球形態系と止血線溶系が占めてお
り、基礎となる学問を理解していなければ臨
床的にデータを判断することはかなり難しく
なります。本講義では、臨床血液学Ⅱ（2年次
通年科目）で学ぶ内容（各検査結果の評価な
ど）を理解するために必要な事柄を身に付
け、下記の仕上がり像を目指します。
★到達目標
1　血球の産生と崩壊、形態と機能など基礎的
内容について述べることができる。
2　止血機構、血液凝固と線溶それぞれの機序
について述べることができる。
3　血球および形態に関する検査についての目
的と臨床的意義について説明できる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

46 ○ 臨床血液学Ⅱ

臨床検査における血液検査学の領域は、様々
な検査データを総合的に判断して疾患と結び
つけることを繰り返します。そのためには、
必要なデータの選択や疾患の機序の考え方が
大切となります。
本講義では、血液疾患（貧血、白血病、出血
傾向）などにおける機序や検査データの扱い
方を身に付け、下記の仕上がり像を目指しま
す。
★到達目標
1　止血、血液凝固と線溶に関する検査につい
ての手技と臨床的意義について述べることが
できる。
2　検査で得られた情報の解析から各種疾患と
の関連について説明できる。
3　それぞれの血液疾患について、定義や機
序、必要な検査について述べることができ
る。

2
通

30 1 ○ ○ ○

47 ○
臨床血液学実
習Ⅰ

この授業では、臨床血液学の基本である血球
に関する検査を習得します。臨床では自動血
球計数装置による検査となりますが、本授業
における用手法により自動血球計数装置によ
る測定原理の理解を深めます。また、血球濃
度やヘマトクリット値の測定などにより貧血
のタイプの判定方法（赤血球の大小、赤血球
に含まれるヘモグロビン濃度の高低）を理解
します。
★到達目標
1　血球数のカウント関する器具の使用法、計
算方法を理解し正確な結果を得ることができ
る。
2　血球数のカウントに関する結果の判定方法
を説明できる。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



48 ○
臨床血液学実
習Ⅱ

この授業では、白血球の系統を分類し血液疾
患を検索する検査と血液凝固の検査に関連す
る実習を行います。それに伴い、実際に臨床
現場で行われている疾患の鑑別に関わる知識
を身につけます。また、赤血球系の特殊検査
等についても理解します。
臨地実習等で患者検体の所見を見るために
は、正常の所見の理解が不可欠です。正しい
検査技術と正確な結果を出すまでの過程を身
に付けます。

★到達目標
1　血球が持つそれぞれの酵素を理解し、特殊
染色の結果により血球の系統を分類できる。
2　凝固のカスケードを理解し、各凝固系検査
の臨床的意義を説明できる。
3　それぞれの検査結果と疾患との関わりが説
明できる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

49 ○ 病理検査学

病理検査をおこなうためには、人体の解剖学
的な理解、適切な標本作製のための技術が必
要です。この授業においては、人体の構造と
機能についての知識を再確認し、臨床で用い
られている標本作製方法について学びます。
また基本的な病理学知識について復習するこ
とにより、国家試験問題の理解を深めること
ができます。
★到達目標
1　病理検査に必要な解剖学的知識を説明でき
る。
2　目的に適した病理組織標本を作製するため
の知識について説明できる。
3　総合的な見方で国家試験問題にアプローチ
し解答を導くことができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○

50 ○ 血液検査学

臨床検査の現場における血液学は数的、形態
学的なデータの捉え方、疾患に対する機序な
どの考え方が日常的に用いられており大変重
要です。国家試験でもそのような知識を問う
問題が多く出題されています。
本講義では、血液検査における定番から応
用・新しい情報までを演習を交えて多角的に
考えていき、国家試験問題の理解を深めてい
きます。
★到達目標
1　血球の形態異常や血液凝固の機序を考え、
異常と疾患を関連づけることができる。
2　血液学的検査に必要とされる手法とその原
理、特徴を説明できる。
3　総合的な見方で国家試験問題にアプローチ
し解答を導くことができる。プローチし解答
を導くことができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○



51 ○
臨床検査総論
Ⅰ

臨床検査総論は臨床検査技師を目指す学生が
最初に学ぶ専門科目です。基本的には尿検査
を中心とした一般検査と言われる検査部門を
学ぶのですが、その測定方法や原理を学ぶと
き、他の専門科目の知識が広く求められま
す。生化学、免疫学、細菌学、血液学の基礎
知識も必要です。臨床検査総論Ⅰでは医療現
場における臨床検査技師の役割や使命、検体
の採取や保存方法の詳細、尿の化学的検査な
どを学びます。
★到達目標
1　臨床検査技師の仕事の内容や医療における
役割や使命を理解し説明できる。
2　各検査材料の採取や保存の重要性を覚え説
明できる。
3　各検査の原理を熟知しなければ、大きな過
誤につながることを理解し説明できる。
4　尿の化学的検査を学ぶことにより、同時
に、他の専門科目の基礎知識を得て説明でき
る。

1
前

30 1 ○ ○ ○

52 ○
臨床検査総論
Ⅱ

　臨床検査総論は臨床検査技師を目指す学生
が最初に学ぶ専門科目です。基本的には、尿
検査、便検査、髄液検査等の、いわゆる一般
検査といわれる誰もが良く知っている検査部
門を中心に学ぶのですが、その測定方法や原
理を学ぶ時、他の専門科目の知識が広く求め
られます。生化学、血清学、細菌学、血液学
の基礎知識も要求されます。又、検体の採取
方法や保存方法、精度管理の基本も学びま
す。臨床検査総論を学ぶ事により、医療現場
における臨床検査技師の役割と使命、そして
臨床検査技師に必要な基本事項やチーム医療
等、医療の現場で実際に役立つ知識を幅広く
身に付けます。臨床検査総論Ⅱでは尿中の細
胞の詳細や糞便検査、髄液検査など各種検査
材料の具体的な検査方法について学びます。
★仕上がり像
１　広く各検査の重要性を理解することがで
きる。
２　各検査の原理を熟知しなければ、大きな
過誤を犯すことを理解することができる。
３　各検査材料（検体）の正しい取り扱いや
検査法を理解することで、技師としての役割
りを果たすことができる。又、顕微鏡を使用
した形態検査の基礎についても理解を深める
ことができる

1
後

30 1 ○ ○ ○

53 ○
一般検査学実
習

一般検査、特に尿検査はスクリーニング検査
として様々な場面で行われる検査です。本実
習では各検査の原理を学び正しい測定方法を
身に付けます。また、尿沈渣など更に一歩進
んだ検査についても学びます。
検体採取も臨床検査技師の業務の一つです。
採血を始め、2015年より採取が可能となった
鼻腔拭い液の採取方法についても学びます。
★到達目標
1　各検査材料を適切に取り扱うことができ
る。
2　各検査の原理を理解し、正確な検査結果を
出すことができる。
3　検査目的に応じた検体採取（採血）を実施
することができる。

1
通

45 1 △ ○ ○ ○



54 ○ 臨床化学Ⅰ

臨床化学は検査学を代表する学問であり、そ
の基礎には化学や分析学だけではなく、生理
学や免疫学などの要素も含まれています。ま
た、それを理解するためには、物理学、工
学、数学の知識も不可欠であり、他の科目と
関連付けながら学んでいくことが必要です。
 本講義では、検査計画から精度保証、薬品の
濃度に関する基本知識を確認した上で、様々
な分析法の基本原理について学びます。さら
に、それらが実際に臨床現場でどのように利
用されているかを理解します。
★到達目標
１　臨床化学分野で用いられる様々な計算が
できる。
２　基本となる分析法の原理を説明すること
ができる。
３　臨床検査に応用されている分析法と測定
項目を説明することができる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

55 ○ 臨床化学Ⅱ

臨床化学で分析する項目は多岐にわたってお
り、検査データを理解するには生体内の反応
をしっかり頭に入れ、いろいろな可能性を考
えていく必要があります。
 本講義では、血液中のさまざまな化学成分の
代謝や生体内での働きを確認し、疾患と検査
データとの関連を学んでいきます。また、疾
患以外でデータに異常をきたす原因にはどん
なものがあるのかを同時に考え、理解しま
す。
★到達目標
１　生体内の化学成分の代謝や機能を説明す
ることができる。
２　検査データに異常を来す病態を説明する
ことができる。
３　検査データをさまざまな角度から判断し
述べることができる。

2
後

30 1 ○ ○ ○

56 ○
臨床化学実習
Ⅰ

臨床化学検査は、体液中の成分を化学的手法
によって分析し、病気の診断や治療に必要な
データを提供するものです。その検査データ
は、正確で信頼できるものでなければいけま
せん。本実習では、各体液成分について測定
原理を学び、実際の測定を通して臨床検査技
師として必要とされる知識と技術を習得しま
す。また、正確なデータを提供するための必
要な配慮、さらにはデータから得られる様々
な生体情報について考え、理解を深めていき
ます。
★到達目標
1　検査の準備から測定後のデータ処理、消
毒・洗浄などの一連の検査作業ができる。
2　適切な器具を選択し、正確な濃度の溶液が
調整できる。
3　目的成分の化学的性質および測定法の特徴
を説明することができる。
4　結果から臨床的意義を述べることができ
る。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



57 ○
臨床化学実習
Ⅱ

検査データはどんなに優れた分析方法を用い
ても、測定時に一定の条件が保たれていなけ
れば信頼性を失います。
本実習では目的成分の測定法を学ぶだけでな
く、測定条件を変化させて検査結果に与える
影響を確認することで、さらに理解を深めて
いきます。また、得られたデータを様々な角
度から分析し、病態を総合的に考えていきま
す。
★到達目標
1　目的成分の化学的性質および測定法の特徴
を説明することができる。
2　結果から病態を述べることができる。
3　反応原理を理解した上で、測定条件を設定
することができる。
4　検査データの異常を見極め、その原因を解
説することができる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

58 ○
遺伝子・染色
体検査学

近年のめざましい遺伝情報解析技術の進歩と
それに伴う研究成果により、遺伝子の変化と
病気の原因や治療法との関係が明らかになり
つつあります。その解析技術が臨床検査の場
でも用いられるようになり、病態診断、予後
予測、薬剤効果の予測やモニタリングなどに
おいて必要不可欠な検査となっています。染
色体検査の目的は、先天的な異常の検出（出
生前診断など）と後天的な異常（造血器腫瘍
など）の検出に大別することができます。染
色体検査の方法は近年大きく進歩してきまし
たが、最も代表的なG分染法（G-band）は、ヒ
トの染色体を全体的に観察するという点で優
れた検査法です。染色体検査学では、各種の
染色体分染法の原理や特徴を理解した上で、
疾患と染色体異常の関連について学びます。
★到達目標
１　遺伝子の構造、原理、変化、遺伝子変化
に関連する疾患、遺伝子検査法について説明
できる。
２　遺伝情報の倫理的取扱いの重要性につい
て説明できる。
３　ヒト細胞における染色体の機能や構造に
ついて説明できる。
４　G分染法の染色体画像からカリオグラムを
作成し、基本的な核型の記載ができる。
５　疾患特異性の高い代表的な染色体異常に
ついて説明できる。

2
後

15 1 ○ ○ ○

59 ○
遺伝子検査学
実習

遺伝子検査学実習では、DNAの異常や変異の検
査法を実践的に学びます。遺伝子検査の基礎
知識の整理として、DNAの抽出法、PCR法の原
理、アガロースゲル電気泳動等の技術を習得
します。遺伝子検査（各手技）の意味を理解
し、応用できる知識を身に付けます。
★到達目標
１　遺伝子検査の基本を理解し、実習に役立
てることができる。
２　DNA抽出、増幅、分析操作を行うことがで
きる。
３　遺伝子検査からの結果を理解し、改善し
た手法を実施することができる。

2
通

30 1 △ ○ ○ ○



60 ○ 一般検査学

一般検査学として、生物化学分析検査学(臨床
検査総論）、形態検査学(医動物学）、遺伝
子・染色体検査学について、実際の検査方法
および判定の仕方を理解し、臨床的意義につ
いても理解します。国家試験に出題される項
目に対応できるよう重要ポイント、重要語句
を学びます。
★到達目標
1　主な一般検査方法について説明できる。
2　一般検査項目の臨床的意義について説明で
きる。
3　主な寄生虫の特徴、検査法について説明で
きる。
4　検査管理の概要と臨床との関わりを説明で
きる。
5　遺伝子・染色体の基本が説明できる。

3
通

30 1 ○ ○ ○

61 ○ 分析検査学

臨床検査における生物化学分析検査学の領域
は、その大部分を臨床化学検査が占めてお
り、基礎となる学問を理解していなければ臨
床的にデータを判断することはかなり難しく
なります。また、臨床検査技師養成校におい
て学ぶべきことは、国家試験出題基準にも示
されており、国家試験問題を分析し理解する
ことも重要な学習であるといえます。
本講義では、生化学・生理学分野の復習をし
ながら、分析検査の基礎から応用までを演習
を交えて多角的に考えていき、同時に国家試
験問題の理解も深めていきます。
★到達目標
１　生体内の化学成分の代謝と機能を考え、
その異常と疾患との関連を説明することがで
きる。
２　分析に必要とされる手法とその原理、特
徴をとらえ説明することができる。
３　総合的な見方で国家試験問題にアプロー
チし解答を導くことができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○

62 ○ 臨床微生物学

微生物検査学では１年次および２年次で学ん
だ知識の整理を行います。微生物検査を行う
ためには微生物の形態や生化学的性状、染色
法や培養法など様々な知識が必要とされま
す。またその内容は国家試験にも出題されま
すので、国試問題にも対応できるよう理解を
深めていきます。
★到達目標
1　細菌検査の染色法や培養法を説明すること
ができる。
2　細菌とその抗菌薬について関連付け説明す
ることができる。
3　細菌の形態的特徴や生化学的性状を説明す
ることができる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

63 ○
臨床微生物学
実習Ⅰ

臨床微生物学実習Ⅰでは、感染・免疫基礎実
習で習得した基本的手技をもとに、さらに臨
床微生物検査の知識と技術を固めていきま
す。また、その知識を応用し､グラム陽性球菌
の同定検査の手法とその流れを理解します。
★到達目標
1　微生物検査の基礎技術を習得することがで
きる。
2　グラム陽性球菌の形態的特徴や生化学的性
状を説明することができる。
3　グラム陽性球菌の同定検査の流れを理解
し､菌名を推定することができる。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



64 ○
臨床微生物学
実習Ⅱ

臨床微生物学実習Ⅱでは、微生物学・臨床微
生物学講義および臨床微生物学実習Ⅰで習得
した基礎知識を活かし、病態を的確に把握す
る為の臨床検査技術を学びます。病原微生物
を中心に微生物検査の検査手法とその流れを
理解します。
★到達目標
1　グラム陰性桿菌の形態的特徴や生化学的性
状を説明することができる。
2　グラム陰性桿菌の同定検査の流れを理解
し､菌名を推定することができる。
3　主な病原微生物の増殖機構、培養方法につ
いて説明することができる。
4　薬剤感受性試験の検査法に関する知識と技
術を習得することができる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

65 ○ 臨床免疫学Ⅰ

細菌、ウイルスおよび真菌などによる感染症
に対する生体防御ならびにこれら感染症の臨
床診断について学びます。臨床免疫 I は「免
疫学」の基礎知識が大変必要とされます。
★到達目標
1　感染症に対してヒトはどのように防御して
いるのか理解し説明することができる。
2　多くの感染症について、どのように診断す
るかを説明できる。

2
前

15 1 ○ ○ ○

66 ○ 臨床免疫学Ⅱ

臨床免疫学Ⅱでは、アレルギー、自己免疫疾
患および腫瘍などの免疫防御の難しい病気に
ついて、どうしてこのような病気が起こるの
か学びます。また臓器移植や造血幹細胞移植
に際して必要な検査ならびに免疫副反応を抑
えるための検査についても理解を深めます。
★到達目標
1　アレルギー、自己免疫疾患や腫瘍がどうし
て起こるのかイメージできる。
2　アレルギー、腫瘍や自己免疫疾患などの免
疫検査の説明ができる。
3　HLA検査と臓器移植や造血幹細胞移植の実
際について言葉で説明できる。

2
通

30 1 ○ ○ ○

67 ○
感染・免疫基
礎実習

微生物学、免疫学検査は感染症などの診断や
経過を観察するうえで重要な検査です。感
染・免疫基礎実習では、これらの検査の基礎
的な手技を習得します。感染に注意した器具
の扱い、手洗いの励行などができるようにな
ります。
★到達目標
1　感染について理解し、注意することが出来
る。
2　微生物検査の基本的な技術を身に付けるこ
とが出来る。
3　免疫検査の基本的な技術を身に付けること
が出来る。

1
通

30 1 △ ○ ○ ○

68 ○
臨床免疫学実
習Ⅰ

免疫検査は感染症や自己免疫疾患などの診断
や経過を観察する上で重要な検査です。近
年、機械化が進み、自動測定される項目も少
なくないですが、本実習では免疫検査で必要
な基礎的な手技を学びます。各操作の意味を
しっかり理解し、正しい技術を身に付けると
同時に、各検査項目の臨床意義について理解
します。
★到達目標
１　免疫検査の基本原理について説明するこ
とができる。
２　免疫検査の基本的な手技を身に付け実施
することができる。
３　基本的な免疫検査の臨床的意義について
説明することができる。

2
前

30 1 △ ○ ○ ○



69 ○
臨床免疫学実
習Ⅱ

現在の免疫学検査では非標識、標識検査によ
り感度の良い検査が行われていますが、機械
測定されている検査でも、その原理を知るこ
とは重要です。また、そこから導かれる検査
結果は診断の経過観察に欠かせないため、検
査意義の理解も必須です。本実習で学ぶ感染
症についてはその検査手技もさることながら
臨床的意義が重要です。さらに自己抗体蛍光
抗体法や免疫電気泳動法などはその型を分類
し判定することで診断、治療に影響を与えま
すので、検査手技、原理、判定基準を身に付
けます。
★到達目標
１　免疫検査学の基本原理について説明する
ことができる。
２　免疫検査学の基本的な技術を身に付け実
施することができる。
３　基本的な免疫検査学の臨床的意義につい
て説明することができる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

70 ○
輸血・移植検
査学

輸血療法は血液の移植と考えられ、リスクを
伴う療法です。私たち臨床検査技師はそのリ
スクを最小限に抑えるため、輸血に必要な血
液型の基礎知識について学び、検査の臨床意
義、原理について理解します。また、医療機
関においては輸血センターの設立が進み、臨
床検査技師が中心となってその責任を負って
います。そのため、血液製剤の納品、発注、
管理など事務的な対応も必要です。安全で適
正かつ有効な血液製剤の提供ができるよう学
びます。
★到達目標
１　輸血検査学の基礎知識について説明でき
る。
２　輸血療法のリスクと効果について挙げる
ことができる。
３　輸血検査の原理、手技について説明でき
る。

2
通

30 1 ○ ○ ○

71 ○
輸血検査学実
習

輸血療法は血液の移植と考えられ、リスクを
伴う療法で、正確かつ迅速さが要求されま
す。本実習では輸血検査に必要な血液型の基
礎知識、検査の意義、原理についての理解を
深めます。さらに実際の検査手技の習得、判
定の正確な基準について身に付けます。ま
た、検査の結果を正しく判断し、安全な輸血
製剤の提供について理解します。
★到達目標
１　血液型、不規則抗体について説明でき
る。
２　輸血検査の基本的な操作ができる。
３　反応態度から判定ができる。

2
通

30 1 △ ○ ○ ○

72 ○ 微生物検査学

微生物検査学では１年次および２年次で学ん
だ知識の整理を行います。微生物検査を行う
ためには微生物の形態や生化学的性状、染色
法や培養法など様々な知識が必要とされま
す。またその内容は国家試験にも出題されま
すので、国試問題にも対応できるよう理解を
深めていきます。
★到達目標
1　細菌検査の染色法や培養法を説明すること
ができる。
2　細菌とその抗菌薬について関連付け説明す
ることができる。
3　細菌の形態的特徴や生化学的性状を説明す
ることができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○



73 ○ 免疫検査学

免疫の仕組みを理解し、担当細胞の働き、特
徴を知り臨床的意義を理解することは、検査
をする上で重要です。さらに最近になって、
遺伝子の解析が進み様々なことがわかってき
ています。免疫システムとそのシグナルが解
析され、治療にも使われるようになっている
ので、国家試験対策としても理解を深めてい
きます。
★到達目標
１　免疫の仕組み(抗原、抗体、補体、免疫担
当細胞など）について説明できる。
２　主な免疫検査法について分類できる。
３　重要語句について検査法、関連疾患など
の説明ができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○

74 ○ 臨床生理学Ⅰ

心電図検査は健康診断から心筋梗塞などの緊
急対応を必要とする疾患の診断まで広く活用
される検査で、生理機能検査の中で臨床検査
技師が最も多く実施する検査です。また、こ
の検査結果を一番最初に確認するのは臨床検
査技師であり、心電図判読の知識は必須で
す。本講義では心電図記録と波形判読のため
の基本的な知識を学びます。
★到達目標
1　心臓の機能と心電図発現機構との関係を理
解し、心電図波形の成り立ちを説明できる。
2　心電図の誘導法と誘導の意味を説明でき
る。
3　心電図波形の計測ができ、基準範囲を述べ
ることができる。
4　異常心電図を理解し、判読に必要な所見を
説明できる。

1
通

15 1 ○ ○ ○

75 ○ 臨床生理学Ⅱ

心電図検査は循環器検査の最前線であり最初
に検査結果を見るのは臨床検査技師であり、
患者の生死を争う場面では臨床検査技師の技
量が直接生死にかかわります。本講義では心
電図の基礎と異常心電図を中心に循環器疾患
と心電図の関連、重要性について学びます。
★到達目標
1　心電図と循環器疾患の関連について理解し
説明できる。
2　致死的な心電図所見について判別し対処で
きる。

2
前

30 1 ○ ○ ○

76 ○ 臨床生理学Ⅲ

生理機能検査の中の呼吸器系の検査、神経・
筋機能検査、感覚機能検査を学びます。特に
臨床的なものと実際の検査に関係するものと
の２つに分けて概説し、その検査内容を理解
します。各疾患の臨床像と検査結果の評価に
ついて学びます。
★到達目標
１　呼吸器疾患や神経・筋疾患を理解し、そ
の概要を説明することができる。
２　病院等で実際に行われている検査を理解
し、説明することができる。
３　各疾患の臨床像を把握し、正しい検査結
果を出すことにより臨床検査技師としての責
務を果たすことができる。

2
通

30 1 ○ ○ ○



77 ○ 臨床生理学Ⅳ

画像診断技術の進歩発展により、診療部門で
の画像検査が急速に増加しています。この科
目では、超音波検査、熱画像検査、MRIの原
理・検査法を学びます。超音波の性質、医用
超音波への応用（特にプローブ）等を理解し
ます。超音波診断装置のシステム、電子走査
の動作原理、アーチファクトを学びます。ド
プラ法の原理、新手法、検査の実際、安全管
理を学びます。超音波診断には個人の技量が
おおきなファクターとなるので、その心臓の
解剖・基礎となる走査技術、診断に必要な断
層面と心機能の評価について学びます。各心
臓疾患の（弁膜疾患・心筋疾患・先天性心疾
患等）それぞれの診断ポイントを理解し習得
します。
★到達目標
1　各画像検査の原理を理解し説明することが
できる。
2　超音波検査における電子走査の原理、ドプ
ラ法の原理、アーチファクトの説明ができ
る。
3　心臓の解剖が診断に必要な断層像での位置
関係を理解し、心機能評価に役立つか理解し
イメージできる。
4　各心疾患に必要な診断画像が理解でき、診

2
通

30 1 ○ ○ ○

78 ○
臨床生理学実
習Ⅰ

循環機能検査の中の心電図検査、運動負荷心
電図検査、血圧脈波検査を学びます。特に心
電図検査に関しては学内実習で確実に習得し
てほしい検査です。また、検査する側、検査
を受ける側の両方を体験することで患者さん
への接し方も学びます。
★到達目標
1　心電図のアーチファクトを理解し、その対
策が実際にできる。
2　正確にきれいな心電図波形を記録すること
ができる。
3　運動負荷心電図検査の意義と注意事項を理
解し、検査を実施することができる。
4　血圧脈波検査の意義を理解し、検査を実施
することができる

2
通

30 1 △ ○ ○ ○



79 ○
臨床生理学実
習Ⅱ

臨床生理学実習Ⅱでは生理機能検査の中の換
気機能検査、脳波検査、誘発脳電位、筋電図
検査、眼底検査、味覚検査を学生同士がお互
いに検者と被検者になり、実習していきま
す。これらの検査で適切な検査結果を得るた
めには、患者さん側の検査に対する理解と協
力が必要になります。基本的な知識と技術を
身につけると同時に患者心理を理解した適切
な接遇ができる検査者になることを目標とし
ます。
★到達目標
1　スパイロメーターの測定原理が説明でき
る。
2　換気機能検査を実施することができ、適正
に記録できているか否かを判断できる。
3　脳波の基礎的要素と導出法を理解し、基本
的な脳波波形の判読ができる。
4　正しく電極を装着し、脳波を記録すること
ができる。
5　聴覚誘発電位、神経伝導検査の意義が説明
でき、正確な手技で検査を実施することがで
きる。
6　正常眼底を理解し、主な眼底疾患を述べる
ことができる。
7　味覚検査部位を理解し、電気味覚検査を実
施することができる。
8　患者心理の理解と接遇ができる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

80 ○
臨床生理学実
習Ⅲ

超音波検査は人体のあらゆる部位に対して行
われ、スクリーニング検査や癌の早期発見、
腫瘍の良悪性の鑑別、心筋梗塞や弁膜症の診
断などにも使われます。検査を実施する技師
には、解剖学的知識、技術、経験の３要素が
求められます。本実習では、超音波診断装置
の正しい操作法を学び、鮮明な画像の描出が
できるようになることを目指します。 基礎知
識の理解を深め、検査手技を身につけます。
★到達目標
1　超音波診断装置を正しく操作することがで
きる。
2　アーチファクトがない鮮明な画像を描出で
きる。
3　解剖を理解し、各断層像にて観察される部
位を説明できる。
4　特徴的な所見像を判読することができる。

2
通

45 1 △ ○ ○ ○

81 ○ 救急医療学

突然の事故、突発的に生じる疾患、これらに
対して、その場で出来る限りの適切な処置を
行うことが、救急医療の目的です。とくに医
療従事者は、一般人に比べて、より正確かつ
実際的な救急医療の知識を求められます。救
急医療学では、医療従事者に求められる救急
の場に必要とされる知識を系統立てて講義を
行います。
★到達目標
1　救急医療の対象となる病状を説明できる。
2　代表的な救急の場面において、適切な処置
をイメージし実施することができる。
3　救急医療の処置がなぜ必要かを説明するこ
とができる。
4　救急医療の処置を行う具体的手技を実施す
ることができる。

3
通

15 1 ○ ○ ○



82 ○
生理機能検査
学

生理機能検査学では、２年次で学んだ知識を
再確認し、臨床的意義についても学びます。
測定機器の扱い方やアーチファクトについて
の知識、検査前処置のやり方、検査の進め方
などを学びます。それらは国家試験にも出題
されますので、国家試験問題にも対応できる
よう理解を深めていきます。
★到達目標
1　主な生理機能検査について説明できる。
2　各検査の異常と疾患との関連が説明でき
る。
3　総合的な見方で国家試験問題にアプローチ
し解答を導くことができる。

3
通

30 1 ○ ○ ○

83 ○ 検査機器総論

臨床検査に不可欠な検査機器について、その
原理・使用目的・取り扱い上の注意・使用す
る立場での保守管理を理解します。
★到達目標
1　臨床検査機器の原理・使用目的・取り扱い
上の注意を説明できる。
2　臨床検査機器の正しい保守管理を果たすこ
とができる。

1
通

30 1 ○ ○ ○

84 ○
検査管理総論
Ⅰ

近代医学における「科学的根拠に基づく臨床
検査データ」は病気の診断・治療・経過観察
に不可欠である「検査管理総論Ⅰ」は、検査
室のクオリティマネジメント（QC）に裏打ち
された検査部門の組織・管理運営と各種検査
マニュアル、検査法の選択、検査機器の導入
等の臨床検査の実践的な学問です。一方で
は、医療事故におけるリスクマネジメント、
感染症対策など病院の環境整備も重要な課題
です。これらの重要性を認識し、信頼性のあ
る検査データの報告、検査室の環境整備を知
ることを目的とします。
★到達目標
1　検査業務の組織・管理運営の重要性と実践
を理解し説明することができる。
2　「科学的根拠に基づく検査」と「検査デー
タが生まれるまでの過程」を理解し説明する
ことができる。
3　検査データを通して「チーム医療」の重要
性を認識することができる。
4　医療事故、感染症対策などの「医療安全対
策委員会」（仮称）の病院機能を理解し説明
することができる。

1
後

30 1 ○ ○ ○

85 ○
検査管理総論
Ⅱ

近年臨床検査においては標準化が進み一層の
信頼性向上が必要となっています。一方で自
動化、AI化が進み臨床検査技師は一人で多く
の項目を担当しますが、自らが検査結果を出
しているという実感が持ちずらくなっていま
す。自らの検査結果の妥当性を示す方法とし
て精度管理があります。精度管理は自らの職
を支えるとともに患者の生命にもかかわる重
要な義務であり、本講座では精度管理にまつ
わる事項の導入を行います。
★到達目標
1　精度管理の重要さを理解し説明できる。
2　精度管理に必要な統計概念を理解し説明で
きる。
3　検査基準値の意義と判断ができる。
4　自らのデータを正しく評価できる。

2
通

30 1 ○ ○ ○



86 ○ 病院管理学

病院の基本的組織、体制を理解し、臨床検査
技師としての役割を学びます。また、より良
い医療の提供を目指すために必要な管理業務
について環境を含め学びます。
★到達目標
1　医療従事者の種類と主な働きを述べること
ができる。
2　医科診療報酬の主な構造を区別できる。

1
前

15 1 ○ ○ ○

87 ○ 安全管理学

この授業ではまず、フェールセーフやフール
プルーフ等のリスク管理（リスクマネジメン
ト）の考え方と手法を学び、安全管理の考え
方を身に付けることを目的とします。
また、この考えに基づきながら、可燃性物質
や有毒物質など、使用にあたって十分注意し
なければならない化学物質について性質（危
険性や水溶性等）や貯蔵方法を学び、物質に
応じた正しい使用条件の設定方法を学びま
す。この科目を学んだ結果、未知の化学物質
であっても文献や資料などで調査したり、性
質や取り扱い上の留意点を予測するなどのリ
スク管理を行いながら、安全な使用に対する
視点を身に付けることを目標とします。
★到達目標
1　安全管理の考えに基づき、実験や検査にお
けるリスクを分析し、適切なリスク管理手法
を選択することができる。
2　燃焼に関する基礎知識を身に付け、可燃性
危険物の性質や特徴を踏まえながら使用上の
リスクを分析し、安全に使用するための留意
点を列挙することができる。
3　消防法や毒物劇物取締法の指定に応じて危
険性を予測することができる。
4　主要な毒物劇物について、化学構造や化学
的性質、毒性について比較しながら、それぞ
れの特徴を挙げることができる。
5　危険物取扱者、毒物劇物取扱者で出題され
る問題に正しい答えを選ぶことができる。

1
後

15 1 ○ ○ ○

88 ○ 関係法規

病院、診療所等の管理・運営は「医療法」で
規定されています。臨床検査技師の医療補助
行為の範疇は「医師法」や「保・助・看法」
等の業務と、一部共有されています。現代医
療は「チーム医療」であり「臨床検査技師等
に関する法律」で規定されている検体検査、
生理学的検査及び採血、検体採取の業務範囲
を理解します。また、「最後の診断」である
「死体解剖保存法」を理解します。
★到達目標
1　「医療法」及び「地域保健法」の趣旨を理
解し、医療・保健（公衆衛生）の施策と動向
を理解し説明することができる。
2　医療施設等における「臨床検査技師等に関
する法律」を理解し、臨床検査技師の「精確
な検査データ」の提供と「チーム医療」の重
要性を認識しその特徴を挙げることができ
る。
3　医療従事者の「法律（法令）」を知り、自
己能力を発揮して、患者のニーズを共有し列
挙することができる。

1
後

15 1 ○ ○ ○



89 ○
臨床検査学基
礎実習

臨床検査の現場では自動化やシステム化の導
入により、ボタン操作ひとつで簡単に結果が
出るようになってきました。しかし、その測
定原理は分析技術に裏打ちされており、臨床
検査技師はその基本を理解したうえで扱う必
要があります。本実習では、分析に用いる器
具・装置の使用目的を学び、その基本操作を
習得します。また、各分野における初歩的な
臨床検査を行い、その基礎知識および技術を
身に付けます。
★到達目標
1　器具・機器の基本操作を身に付け実施する
ことができる。
2　目的に応じて使用する器具を選択すること
ができる。
3　分析機器の測定原理を理解し、測定値への
影響を考え実施することができる。
4　公衆衛生分野において衛生環境を知り説明
することができる。
5　初歩的な臨床検査を理解し、臨床検査につ
いての知識を深め説明することができる。

1
通

60 2 △ ○ ○ ○

90 ○
医療安全管理
学

近年医療は技術的側面のみでなく安全性や良
好な接遇などが求められます。検査技師にも
検査技術の専門化とともに安全性や良好な接
遇が求められます。本講義では医療安全の概
念と検査技師の専門性が求められる感染管理
について講義する。最後に検体採取について
は平成27年法改正で検体採取の範囲が広がり
採取の要点と注意点について講義します。
★到達目標
1　医療安全の概念を理解し説明することがで
きる。
2　リスクマネージメントの概念と方法を理解
し説明することができる。
3　感染管理の重要性を理解し説明することが
できる。
4　新法検体採取を習得し実施することができ
る。

3
通

15 1 ○ ○ ○

91 ○ 臨地実習

臨地実習は、学校で学んだ検査技術の基礎・
基本の理論と実践が実際の業務として、どの
ように行われているのか、また、不特定多数
の患者さんに、どのように対応しているのか
を体験実習するよい機会です。卒業後の進路
を決めるためにも、病院と医療社会の概要を
理解し、医療人となるための研修を確実に自
分のものにするように努力することが必要で
す。実際に検査について指導者のアドバイス
を受けながら、病院には多くの職種の人たち
が連携して働いていることについて見学実習
し、説明を受け、検査室との関係や役割につ
いて学習するとともに、医療チームの一員と
しての倫理観を養います。
★到達目標
1　患者さんへの対応や医療職のチームワーク
などを学習し、マルチな能力を獲得すること
ができる。
2　臨床検査を理解するのみではなく、その業
務ができる。
3　医療人としての自覚を養うことで、将来の
臨床検査技師としての役割を果たすことがで
きる。

3
通

540
1
2

△ ○ ○ ○ ○

91　科目 単位時間(      3075単位)合計



卒業要件及び履修方法 授業期間等

当該学科所定の修業年限以上在学し、履修すべき科目のすべてを修得し、学校納
入金を完納した者に対して、卒業を認める。

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 21週


